
一、四つ竹

二、若衆踊

三、稲まじん

四、浜千鳥

〈 歌三線 〉 花城英樹 與那國太介 横目大哉

〈 箏 〉 池間北斗

〈 笛 〉 津波古孝太

〈 太 鼓 〉 賀数さやか

●会場へのアクセス

飯塚コスモスコモン／福岡県飯塚市飯塚14-66 TEL 0948-21-0505

〈公共交通機関でお越しのお客様〉

電車／JR飯塚駅から徒歩15分

バス／飯塚バスターミナルから徒歩10分

〈車でお越しのお客様〉

飯塚市文化会館駐車場(117台うち障がい者用2台）／1時間以内200円

1時間を超え4時間以内310円 ※以降30分毎に100円ずつ加算

飯塚市営立体駐車場（436台うち障がい者用13台）／1時間以内200円

1時間を超え4時間以内310円 ※以降30分毎に100円ずつ加算

河川敷駐車場／無料

琉球舞踊

『沖縄に学ぶ、沖縄で学ぶ ー沖縄でいま、起きていることー』

講師 小橋川清弘（こばしがわ きよひろ）

1957年沖縄県読谷村生まれ。琉球大学法文学部経済学科卒業後、1981年より読谷村役場に勤務。総務部企画課で

の総合計画・平和行政のほか、村史編集や文化振興業務に携わり、教育委員会文化振興課長や読谷村立歴史民俗資

料館長などを歴任。2004年には編著『読谷村史 戦時記録上下巻』で沖縄タイムス出版文化賞「特別賞」を受賞。

地域文化の振興にも尽力し、「読谷まつり」の企画・進行を長年担当。琉球舞踊、古典音楽の舞台演出、脚本執筆、監

督を手がけ、多数の公演を成功に導く。現在も舞台活動や歴史資料編集を通じ、沖縄文化の継承に寄与している。

五、谷茶前

六、金細工

七、村おこし

◆ 二部 琉球舞踊

琉球舞踊／安座間本流大北満之会（あざまほんりゅう うふにしみつのかい）

安座間本流大北満之会は、沖縄県の中央に位置する読谷村に本部道場を構えています。家元の新垣満子は、琉球

舞踊保存会伝承者として認定され、琉球古典芸能コンクールの審査員としても活動しながら、読谷村内や沖縄県外でも

琉球舞踊の指導にあたってきました。多くの会主師範教師を輩出し、現在ではそれぞれ各地で研究所を開設し、子ども

から大人まで弟子の育成に力を注いでいます。また、国内のみならず、海外においても多くの公演実績があり、琉球舞踊

の魅力をお伝えすることで、未来の世代へと文化を繋ぐ活動を続けています。

地謡

新垣満子 神谷みつ子 木村清美 仲座悦子 知名菊美

山城亜矢乃 榮野比美弥子 佐藤貴久枝 嘉数千李 宇座萌々瀬

山田恵子 久場貴愛良 藤田友子 高比良香織 上原ひとみ

保利静枝 下池けい子 佐伯正子 渡美千子 佐々木典子

波多江柑奈 瓜生恵美子 今泉由紀子

◆ 一部 講演会

※演目・出演者等は変更となる場合がございます。あらかじめご了承ください。
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